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バイオバンクが使われるれる
～あらためて利活用事例を考える～

2024年8月1日(木) 16:30開催

主催 東北大学東北メディカル・メガバンク機構

AMEDゲノム医療実現バイオバンク利活用プログラム
（ゲノム医療実現推進プラットフォーム・ゲノム研究プラットフォーム利活用システム）
「ゲノム医療実現推進のためのバイオバンク・ネットワーク構築とバイオバンク利活用促進に関する研究開発」



バイオバンク･ネットワークの試料･情報を利用して研究しませんか？

アカデミア
産業界

研究者

AMEDゲノム研究プラットフォーム利活用システム

1. 試料･情報の
横断検索

2. 試料･情報の
利用申請の支援

倫理支援

https://biobank-network.jp/

14バイオバンク、163万検体の横断検索から利用申請を支援します

お問合せ先 contact@biobank-network.jp

病名や品質管理情報を見て
研究計画の立案

利用のコーディネート

60万
人

163万検

体

32万
件



バイオバンクが使われる ～あらためて利活用事例を考える～

趣旨：

日本のバイオバンクの歴史は、約20年前から始まり、2024年の現在、多様な特徴を持つバイオ
バンクが多数存在しています。バイオバンクが何故、存在するのか、それは一言でいえば、将来、
試料・情報が利活用できるように備えるためです。

では、それなりに歴史を重ねた日本のバイオバンクの試料・情報は、どのように利活用され、医
療などの発展に貢献してきたのでしょうか？
研究・開発に時間がかかることや守秘義務などから、必ずしも利活用の実態はすぐには全てが詳
らかにできないこともあり、具体的には多く語られて来ませんでした。

そのバイオバンクの利活用について、多様な事例を語る会を開催します。それぞれのバイオバン
クの特徴と、それを利活用した特徴的な事例を語り合い、更なる可能性を考えます。



各バイオバンクの特徴・目的（開催前アンケートより）
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